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今
年
、
い
よ
い
よ
ス
イ
ス
の
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
に
事
務
所
を
開
く
。

9 3

年
に
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の

岡
山
」
構
想
を
提
唱
し
て
か
ら

１９
一

年
。
構
想
の
源
流
は

9 3
年
に
発
表

さ
れ
た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

　
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
に
よ
る
オ
ス
ロ

宣
言
に
あ
る
。
「
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は

世
界
の
難
民
保
護
の
た
め
に
は
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
け
で
な
く
ロ
ー
カ
ル

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
連
携
し
な
け
れ
ば
目

的
を
連
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
。

　
構
想
の
趣
旨
は
「
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動
し
て
い
る

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
口
１
・
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
る
岡
山

が
、
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
仲
介
に
よ
り
世
界
の
人
道
支

援
に
協
力
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
現
在

2 8
力
国
に
支
部

を
有
す
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

成
長
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
充
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
生
命
線
で

あ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
事
務

所
は
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表

部
と
し
て
の
存
在
感
と
影
響

力
を
少
し
ず
つ
発
揮
し
て
い

け
れ
ぱ
と
願
っ
て
い
る
。
。
事

務
所
の
機
能
は
三
つ
あ
る
。

第
一
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
な
ど
の
国
連
機

関
、
世
界
保
健
機
関
な
ど
の

国
際
機
関
い
そ
し
て
日
本
政

府
代
表
部
な
ど
と
人
道
支
援

実
施
に
関
し
て
連
携
す
る
こ

と
で
あ
る
。
第
二
は
ジ
ュ
ネ

ト
ブ
に
事
務
所
を
置
い
て
活

動
し
て
い
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
で
あ
る
。
第
三
は
特

に
ア
フ
リ
カ
の
人
道
支
援
活

動
に
対
す
る
欧
州
迎
合
な
ど

､東の岡山西のジュネー

か
ら
の
資
金
獲
得
活
動
で
あ
る
。

　
次
の
予
定
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事

務
所
機
能
の
開
始
で
あ
る
。
最
小

で
三
つ
の
機
能
を
考
え
て
い
る
。

第
一
は
国
連
、
日
本
政
府
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
支
部
お
よ
び
姉
妹
団
体
国
の

大
使
と
の
迪
携
に
よ
る
積
極
的
な

政
策
提
言
で
あ
る
。
第
二
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
事
務
所
を
お
い
て
活

動
し
て
い
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
政

策
提
言
に
関
す
る
連
携
で
あ

る
。
第
三
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
国
連
お
よ

び
国
際
機
関
か
ら
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
人
道
支
援
活
動
に
対
す
る
資

金
獲
得
活
動
で
あ
る
。

　
東
の
岡
山
に
関
し
て
。
岡
山

の
精
神
風
土
は
阪
神
大
震
災
で

証
明
さ
れ
た
よ
う
に
「
弱
者
が

存
亡
の
危
機
に
叛
し
た
時
に
動

く
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
宗

教
、
教
育
そ
し
て
医
療
に
対
す

る
感
受
性
の
高
さ
で
あ
る
。
石

井
正
弘
知
事
は
国
際
貢
献
条
例

を
、
萩
原
誠
司
岡
山
市
長
は
国

際
福
祉
構
想
を
掲
げ
て
い
る
。

自
治
体
の
長
と
し
て
の
見
識
と
実

行
力
を
世
界
が
必
要
と
し
て
い

る
。

　
一
方
、
市
民
や
県
民
の
意
識
向

上
を
目
指
し
て
県
、
岡
山
市
、
倉

敷
市
そ
し
て
津
山
市
な
ど
に
支
援

さ
れ
て
始
ま
っ
た
「
国
際
貢
献
ト

ピ
ア
岡
山
構
想
を
推
進
す
る
会
」

　
（
ト
ピ
ア
の
会
）
は
、
「
人
道
援

助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
0
4
年
度
末

に
1
0
年
間
の
華
麗
な
活
動
の
幕
を

閉
じ
た
。
今
や
、
医
療
・
教
育
・

宗
教
・
環
境
・
福
祉
各
分
野
で
、

県
内
の
地
域
と
企
業
、
各
種
団
体

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
一
緒
に

国
際
貢
献
活
動
を
行
い
、
子
供
た

ち
が
自
立
し
て
世
界
に
は
ば
た
く

時
代
で
あ
る
。

　
2
0
世
紀
は
戦
争
と
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
で
多
く
の
人
が
死
ん
だ
世
紀
で

あ
っ
た
。
2
1
世
紀
は
災
害
に
よ
り

多
く
の
人
が
死
ぬ
可
能
性
の
あ
る

世
紀
で
あ
る
。
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー

プ
、
東
の
岡
山
」
構
想
が
よ
り
多

く
の
人
た
ち
の
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

　
　
　
　
　
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）

　
　
　
　
　
　
　
＝
題
字
は
筆
者


	page1

